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 [授業の概要・目的]
個人的な関係性を前提として書かれた手紙は、歴史上の人物の考えを意外な視点から明らかにして
くれる貴重な資料です。手紙の言葉から、当時の時代状況が生き生きと伝わってくることもありま
すし、平易な言葉で書かれているので、初級をひととおりマスターした後に読む文章としてもふさ
わしいでしょう。
この授業では、18世紀の作曲家モーツァルト、19世紀半ばに社会改革の夢に突き進んだ作家ゲオル
ク・ビューヒナー、また20世紀初頭ナチス政権時に反ナチ運動をになったヘルムート・モルトケな
どの手紙を読みます。
授業では、個々の手紙を精読するとともに、その手紙が書かれた時代背景や、手紙の書き手が残し
た仕事についても説明しますので、近代ドイツ語圏の歩みを簡単に振り返る内容になると思います。
文法の定着を目指して、文法についての解説や練習も行います。

 [到達目標]
辞書を用いて、複雑なドイツ語の文章を訳すことができる。近代のドイツ語圏の歩みを大まかに把
握する。

 [授業計画と内容]
こちらで配布した読解用テクストについて、課題や精読に取り組んでもらいます。テクスト内容や
文法理解などについて検討するグループワークを行うこともあります。ドイツ語の文法をひととお
りマスターしていることを前提としますが、テクストにそくした文法説明や文法練習も授業に組み
込む予定です。取り扱う対象は以下を予定しています。（変更の可能性あり。）個々の人物につい
ては、時代背景や活動内容についても解説します。

１　導入　
２　マリア・テレジア(1717-1780)の手紙
３　モーツァルト(1756-1791)の手紙
４　同上
５　ラーエル・ファルンファーゲン(1771-1833)の手紙
６　同上
７　ベッティーナ・フォン・アルニム(1785-1859)の手紙
８　同上
９　ゲオルク・ビューヒナー(1813-1837)の手紙
10　同上　
11　同上
12　ヘルムート・フォン・モルトケ(1907-1945)の手紙
13　同上
14　同上　
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15　フィードバック

 [履修要件]
「全学共通科目履修の手引き」を参照してください。

 [成績評価の方法・観点]
授業中や授業外における課題への取り組み60%、試験40%

 [教科書]
プリントを使用する

 [授業外学修（予習・復習）等]
読解の予習などの宿題を課す

 [その他（オフィスアワー等）]
授業中に独文和訳の練習を行うため、通信機能のない辞書（電子辞書でもかまわない）を持参する
こと。


